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第５世代移動通信システム（５Ｇ）
その概要と今後の展開

令和2年2月19日

総務省東海総合通信局
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1 移動通信システムの進化
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移動通信システムの進化① （第１世代～第５世代）
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移動通信システムの進化② （第２世代以降）
第２世代

(PDC)
1993年

第３世代
(W-CDMA)

2001年

第3.5世代
(W-CDMA HSPA)

2006年

第3.9世代
(LTE)

2010年

第4世代
(LTE-Advanced)

2015年～

最大通信速度 9,600bps
(≒0.01Mbps)

64～384kbps
(0.06～0.38Mbps)

3.6～14Mbps 37.5～
150Mbps

110Mbps～
約1Gbps

通信用途
パソコンに接続
して外出先で
メールを送る

文字ベースの
ホームページの
閲覧
（iモード等）

画像を含むホー
ムページや動画
の閲覧

ホームページ、
動画閲覧だけで
なく、ユーザの
写真や動画の投
稿など

ホームページや
動画閲覧のほか、
動画のライブ配
信（ユーチュー
バー等）など

性
能

DVD1枚※1の
ダウンロード

1,050-1,100時間
(43-44日) 27～30時間 45分～1時間 4～5分 30～40秒

時速100kmの
車の制御※2 約1.5m～5m 60cm～約2m 30cm～1m10cm

※1：DVD1枚は4.7GB（ギガバイト）で計算、※2 無線区間の遅延に相当する走行距離
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２ 第５世代移動通信システム（５Ｇ）

５Ｇの特長
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第５世代移動通信システム（５Ｇ）の特長

膨大な数の
センサー・端末

スマートメータ―

カメラ

2G 3G 4G

低遅延

同時接続

移動体無線技術の
高速・大容量化路線

超高速

現在の移動通信システム
（ＬＴＥ）より100倍速いブロード
バンドサービスを提供

多数同時接続
スマホ、PCをはじめ、身の回り
のあらゆる機器がネットに接続

超低遅延

利用者が遅延（タイムラグ）を
意識することなく、リアルタイム
に遠隔地のロボット等を操作・
制御

5G

＜5Gの主要性能＞ 超高速

超低遅延

多数同時接続

社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
大

最高伝送速度 10Gbps 
1ミリ秒程度の遅延

100万台/km²の接続機器数

⇒ ２時間の映画を３秒でダウンロード

⇒ロボット等の精緻な操作をリアルタイム通信で実現

⇒自宅部屋内の約100個の端末・センサーがネットに接続

ロボットを遠隔制御

5Gは、AI/IoT時代のICT基盤

＊５G：第5世代移動通信システム
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5Gの特長を生かした社会での利活用①
医療格差の解消：低遅延の高精細診断映像による遠隔診療

安全・確実・スピーディな災害復旧など：
人型ロボットによる遠隔作業

4K/8K映像で、生育状況だけ
でなく、胎児の表情まで見え
る遠隔妊婦検診を実現

安全な場所からロボットに「乗り移って」
危険な場所（事故現場等）でも正確に作業

4K/8K映像を用いて患部状況やバイタル
データをシェアすることで、専門医が地方
等の遠隔地の手術を支援（写真は脳手術）

202X年

高精細

応用可能

遠隔作業ロボットでタイ
ムラグのない精緻な作業
が可能（写真は積木）

２
Ｋ

４
Ｋ

2018年

人手不足解消：建設機械の遠隔操作

東京港区から千葉市美浜区の建機を低遅延で遠隔操作
⇒農耕機（トラクタ等）などへの応用が可能

正面モニタ
（８Ｋ）
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5Gの特長を生かした社会での利活用②

５Gはモジュールベースのシステム。必要な機能を必要な場所に提供

✓ モバイルブロードバンドの高度化（eMBB）

✓ 大量のマシーンタイプ通信（mMTC）

✓ 超高信頼・低遅延通信（URLLC）

モバイルブロードバンドの高度化
（eMBB：Enhanced mobile broadband）

大量のマシーンタイプ通信
（mMTC：Massive Machine 

Type Communication）

超高信頼・低遅延通信
(URLLC：Ultra reliable and 
low latency communication)

出典：ITU-R IMTビジョン勧告（M.2083）（2015年9月）

各スペックを柔軟に変化さ
せ、ユーザーが望む性能や
コストを実現

複数の8Kの映像素材伝送

スマートホーム／ビルディング

音声

スマートシティ

スマートファクトリ

自動運転
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５Gと産業構造の変化①

ｽﾏｰﾄ
ﾒｰﾀ分野

その他、
IoT分野

自動車
分野

産業機器
分野

4Gの主な
対象領域 IoT・5Gで新たに加わる対象領域

接続数小

収益性高

出典：日経コミュニケーション 2015/4月号を参考に総務省作成

接続数大

移動通信
携帯電話
サービス

収益性低

これまでは、
この領域で
ビジネス展開 今後はこの領域でパートナー作りを含めて

BtoBの「ビジネス戦略」をたてることが必要

ﾎｰﾑ
ｾｷｭﾘﾃｨ
分野

これから

かつて
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５Gと産業構造の変化②

 5Gでは、通信事業者等がバーティカル産業などのパートナー企業と連携しながら、
B2B2Xモデルでサービスを提供。どのような者と組んで、どのようなB2B2X
（Business-to-Business-to-X）モデルを構築できるかがポイント

 新たなビジネス創出に向けて、業界を超えたエコシステムの構築が必要
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２ 第５世代移動通信システム（５Ｇ）

我が国における５Ｇの展開
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地域課題解決型ローカル5G等の実現
に向けた開発実証
（2020年度～）

５Ｇ総合実証試験
（2017年度～2019年度）

FY2019 2020 2021 2022 2023

５Ｇ用周波数次期割当ての検討

割当てから2年以内に
全都道府県で
サービス開始

（※携帯事業者４者の計画値を合算したもの）

プレサービス
開始

(2019年9月)

ローカル５Ｇの検討
★2019年12月に一部制度化

5年以内に全国の約98％の
メッシュで基地局展開※

５
Ｇ
用
周
波
数
割
当
て

2019年4月

多様な５Ｇサービスの
展開・推進

ラグビーＷ杯 東京オリンピック・パラリンピック

商用サービス
開始

(2020年3月頃)

我が国における５Ｇの展開 11



我が国における５Ｇの展開②
■ 周波数割当を受けた４者の計画をあわせると、2024年4月時点の５Ｇ基盤展開率は

９８％であり、日本全国の事業可能性のあるエリア（10km四方メッシュ）ほぼ全てに５Ｇ
基盤が展開される。

■ ５Ｇ高度特定基地局を開設するメッシュ
■ ５Ｇ高度特定基地局を開設しないメッシュ

※■は、陸地がほとんどないエリア、山岳地帯、国立公園のメッシュ等

沖縄

小笠原諸島

一方で、基地局の4者合計の整備計画数は
約７万であり、充実したサービスを全国で
提供するにはまだまだ不十分

インフラ整備支援とともに、地域における様々な
５Ｇ利活用ニーズの掘り起こしを行うことが必要
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５Ｇの広範な全国展開確保のイメージ
 全国を10km四方のメッシュ（国土地理院発行の２次メッシュ）に区切り、都市部・地方部を問わず事業可能性
のあるエリア※を広範にカバーする。 ※対象メッシュ数：約4,500

①全国及び各地域ブロック別に、５年以内に50%以上のメッシュで５Ｇ高度特定基地局を整備する。
（全国への展開可能性の確保）

② 周波数の割当て後、２年以内に全都道府県でサービスを開始する。 （地方での早期サービス開始）

③全国でできるだけ多くの特定基地局を開設する。 （サービスの多様性の確保）
（注） ＭＶＮＯへのサービス提供計画を重点評価（追加割り当て時には提供実績を評価）

※ ５Ｇ用周波数の特性上、1局でカバーできるエリアが小さく、従前の「人口カバー率」を指標とした場合、従来の数十倍程度の基地局投資が必要となるため、
人口の少ない地域への5Ｇ導入が後回しとなるおそれ。

山岳地帯

海水面

大都市

地方都市

郊外・ルーラル地域

従来の人口カバー率の考え方による整備エリア
→ 居住地域主体、大都市から整備

今般の開設指針案の考え方による整備エリア（赤囲み部分）
→ 居住地域だけでなく、都市部・地方を問わず事業可能性のあるエリアに整備

海水面

山岳地帯

参考 13



２ 第５世代移動通信システム（５Ｇ）

５Ｇ総合実証試験
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令和元年度５Ｇ総合実証試験①
高精細画像によるクレーン
作業の安全確保

実施者：NTTドコモ、愛媛大学
実施場所：愛媛県

建機の遠隔操縦・統合施工
管理システム

実施者：KDDI、大林組
実施場所：三重県伊賀市

酪農・畜産業の高効率化

実施者：国際電気通信基礎技術研究所、
とかち村上牧場

実施場所：北海道上士幌町

軽種馬育成産業の支援

実施者：国際電気通信基礎技術研究所、
日高軽種馬共同育成公社

実施場所：北海道新冠町

映像のリアルタイムクラウド
編集・中継

実施者：NTTドコモ、仙台放送
実施場所：宮城県仙台市

山岳登山者見守りシステム

実施者：KDDI、信州大学
実施場所：長野県駒ケ根市

スポーツ大会運営支援

実施者：KDDI、Goolight
実施場所：長野県小布施町

介護施設における見守り・
行動把握

実施者：NTTドコモ、
SOMPOホールディングス

実施場所：広島県広島市

VRとBody Sharing技術による
体験型観光

実施者：NTTドコモ、Ｈ２Ｌ
実施場所：沖縄県那覇市

遠隔高度診療

実施者：NTTドコモ、和歌山県
実施場所：和歌山県和歌山市等

伝統芸能の伝承（遠隔教育）

実施者：NTTドコモ、CBCクリエイ
ション

実施場所：岐阜県東濃地域

音の視覚化による生活支援

実施者：NTTドコモ、サン電子
実施場所：岐阜県東濃地域

救急搬送高度化

実施者：NTTドコモ、前橋市
実施場所：群馬県前橋市

雪害対策（除雪効率化）

実施者：NTTコミュニケーションズ、
永平寺町

実施場所：福井県永平寺町

濃霧中の運転補助

実施者：NTTコミュニケーションズ、
大分県

実施場所：大分県

ゴルフ場でのラウンド補助

実施者：NTTコミュニケーションズ、
ミライト

実施場所：長野県長野市

鉄道地下区間における安全確保
支援

実施者：NTTコミュニケーションズ、
伊藤忠テクノソリューションズ

実施場所：大阪府大阪市等

選手・観客の一体感を演出する
スポーツ観戦

実施者：国際電気通信基礎技術研究所、
ジュピターテレコム

実施場所：大阪府東大阪市

VRを利用した観光振興

実施者：KDDI、東海大学
実施場所：熊本県南阿蘇村

トラック隊列走行、車両の遠隔
監視・遠隔操作

実施者：Wireless City Planning、
先進モビリティ

実施場所：静岡県浜松市等

行政サービス

防災・減災

医療・介護

モビリティ

教育

観光

地場産業

労働力

アイデアコンテスト

被災時の避難誘導・交通制御

実施者：Wireless City Planning、
日本信号

実施場所：福岡県北九州市

トンネル内における作業者の
安全管理

実施者：Wireless City Planning、
大成建設

実施場所：北海道

見える化による物流の効率
化

実施者：Wireless City Planning、
日本通運

実施場所：東京都練馬区
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令和元年度５Ｇ総合実証試験②
技術分類 技術目標 主な実施内容 主な実施場所 主な実施者

超高速
大容量

複数基地局、複数端
末の環境下で基地局
あたり平均4-8Gbps
の超高速通信の実現

① 高精細画像によるクレーン作業の安全確保
② 介護施設における見守り・行動把握
③ 映像のリアルタイムクラウド編集・中継
④ 伝統芸能の伝承（遠隔教育）
⑤ 音の視覚化による生活支援
⑥ VRとBody Sharing技術による体験型観光
⑦ 遠隔高度診療
⑧ 救急搬送高度化

① 愛媛県
② 広島県広島市
③ 宮城県仙台市
④ 岐阜県東濃地域
⑤ 岐阜県東濃地域
⑥ 沖縄県那覇市
⑦ 和歌山県和歌山市等
⑧ 群馬県前橋市

株式会社ＮＴＴドコモ
① 国立大学法人愛媛大学
② SOMPOホールディングス株式会社
③ 株式会社仙台放送
④ 株式会社CBCクリエイション
⑤ サン電子株式会社
⑥ Ｈ２Ｌ株式会社
⑦ 和歌山県
⑧ 前橋市

移動時において複数
基地局、複数端末の
環 境 下 で 基 地 局
あたり平均1Gbpsを
超える超高速通信の
実現

① 雪害対策（除雪効率化）
② 濃霧中の運転補助
③ ゴルフ場でのラウンド補助
④ 鉄道地下区間における安全確保支援

① 福井県永平寺町
② 大分県
③ 長野県長野市
④ 大阪府大阪市等

エヌ・ティ・ティ・コミュニケーショ
ンズ株式会社

① 永平寺町
② 大分県
③ 株式会社ミライト
④ 伊藤忠テクノソリューションズ株式
会社

屋内において端末上
り 平 均 300Mbps を
超える超高速通信の
実現

① 選手・観客の一体感を演出するスポーツ観戦
② 酪農・畜産業の高効率化
③ 軽種馬育成産業の支援

① 大阪府東大阪市
② 北海道上士幌町
③ 北海道新冠町

株式会社国際電気通信基礎技術研究所
① 株式会社ジュピターテレコム
② とかち村上牧場
③ 有限会社日高軽種馬共同育成公社

超低遅延

高速移動時において
無線区間1ms、End-
to-End で 10ms の
低遅延かつ高信頼な
通信の実現

① 被災時の避難誘導・交通制御
② トラック隊列走行、車両の遠隔監視・遠隔操作

① 福岡県北九州市
② 静岡県浜松市等

Wireless City Planning株式会社
① 日本信号株式会社
② 先進モビリティ株式会社

複数基地局、複数端
末の環境下で端末
上り平均300Mbpsを
確保しつつユーザー
ニーズを満たす高速
低遅延通信の実現

① 山岳登山者見守りシステム
② スポーツ（スラックライン）大会運営支援
③ VRを利用した観光振興
④ 建機の遠隔操縦・統合施工管理システム

① 長野県駒ケ根市
② 長野県小布施町
③ 熊本県南阿蘇村
④ 三重県伊賀市

KDDI株式会社
① 国立大学法人信州大学
② 株式会社Goolight
③ 学校法人東海大学
④ 株式会社大林組

多数
同時接続

多数の端末から同時
接続要求を処理可能
とする通信の実現

① トンネル内における作業者の安全管理
② 見える化による物流の効率化

① 北海道
② 東京都練馬区

Wireless City Planning株式会社
① 大成建設株式会社
② 日本通運株式会社

下線は、５Ｇ利活用アイデアコンテストを踏まえたもの。
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伝統芸能の伝承（遠隔教育）

1. 実施者：株式会社NTTドコモ、株式会社CBCクリエイション、中部日本放送株式会社、株式会社
CBCテレビ

2. 実施場所：常盤座（岐阜県中津川市）
3. 周波数帯：28GHz帯
4. 実証内容：東濃地方に多く伝わる地歌舞伎では後継者不足が大きな課題となっている。複数の

地歌舞伎教室を5Gネットワークで接続し、高精細映像による双方向コミュニケーション環境を
用意し、演技指導を行う師範が効率的に質の高い技術伝承を実現するサービスを検証する。

地歌舞伎演者（生徒）

地歌舞伎演者による演技を
リアルタイムかつ複数アングル
の映像を確認し演技指導

5G 5G

師範

歌舞伎師範の
模範演技を
高精細映像で表示

教室１

教室2

４K

４K

４K
４K

17東海地域実証試験①



音の視覚化による生活支援

1. 実施者：株式会社NTTドコモ、サン電子株式会社
2. 実施場所：常盤座（岐阜県中津川市）
3. 周波数帯：28GHz帯
4. 実証内容：聴覚障がい者への新しい生活支援サービスを目指し、周囲の危険音等を検知し、

視覚情報として伝えるサービスの検証を行う。音の検知にはウェアラブルのマイクを利用し、
検知した音から必要な情報を判断し、聴覚障がい者のスマートグラスに視覚情報として通知する。
また、周囲の映像から施設等の詳細情報を表示するサービスの検証も行う。

5G
解析用サーバ
（PC）

車両が接近！

音声・映像をサーバへ送信 解析結果を映像情報として送信

情報をスマートグラスに表示

家族・介護者に解析結果を通知

18東海地域実証試験②



19東海地域実証試験③ トラック隊列走行、車両の遠隔監視・遠隔操作

1. 実施者：Wireless City Planning 株式会社、ソフトバンク株式会社、先進モビリティ株式会社
2. 実施場所：静岡県浜松市（新東名高速道路）、茨城県つくば市
3. 周波数帯：4.5 GHz帯等、28 GHz帯
4. 実証内容：トラック隊列走行の安全な運転に必要となる「後続車両周囲の映像」を先頭車に配信

し、先頭車両のドライバーが容易な安全確認を行う。また、隊列走行するトラックの車両間で５
Gを用いた車両制御メッセージ伝送を行い、後続車両の運転制御を低遅延かつ高信頼で行う。こ
れにより、滑らかかつ高信頼な「隊列トラック間の電子連結」を実現。

車車間の基地局経由通信 (V2N2V)
及び直接通信 (V2V Direct) により
以下の情報を伝送
・監視動画・センサー情報
・制御信号(速度、加速度、制動、操舵等)

BS

移動通信事業者
コアネットワーク

MEC 
Server

先頭車
（有人)

後続車
（無人)

後続車
（無人)

BBU

新東名高速道路等の
公道で実施予定

V2N2V

V2N2V

V2N2V



建機の遠隔操縦・統合施工管理システム

1. 実施者：KDDI株式会社、株式会社大林組、日本電気株式会社
2. 実施場所：三重県伊賀市（土木施工現場）
3. 周波数帯：3.7GHz帯、28GHz帯
4. 実証内容：実際のダム工事現場(三重県伊賀市)での道路造成工事を模擬した作業において5Gの

大容量・低遅延を活かし、建機の遠隔操縦と施工作業の管理を行う。

施工現場

①掘削・積込み・運搬

②荷下し ③敷均し

④転圧

自動運転

レーザースキャナー
出来型計測

遠隔操縦室

建機の制御情報

建機からの映像

分析
(施工管理システム)

遠隔操縦席

実
施
構
成
図

5G

5Gアンテナ 無線エントランス

20東海地域実証試験④



３ ローカル５Ｇ
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建物内や敷地内で自営の５Gネットワークとして活用

ローカル５Ｇ①(概要)

ゼネコンが建設現場で導入
建機遠隔制御

事業主が工場へ導入
スマートファクトリ

農家が農業を高度化する
自動農場管理

自治体等が導入
河川等の監視

センサー、4K/8K

 ローカル5Gは、地域や産業の個別のニーズに応じて地域の企業や自治体等の様々な主体が、
自らの建物内や敷地内でスポット的に柔軟に構築できる5Gシステム。

＜他のシステムと比較した特徴＞
 携帯事業者の５Ｇサービスと異なり、

 携帯事業者によるエリア展開が遅れる地域において５Ｇシステムを先行して構築可能。
 使用用途に応じて必要となる性能を柔軟に設定することが可能。
 他の場所の通信障害や災害などの影響を受けにくい。

 Wi-Fiと比較して、無線局免許に基づく安定的な利用が可能。

インフラ監視

河川監視

スマート工場

建機遠隔制御

農業
での活用

建設現場
での活用

工場での
活用

スマート農業

防災現場
での活用

22



ローカル５Ｇ②(利用イメージ)

土地の所有者による土地内利用 建物の所有者による屋内利用

自己の土地内等で利用

固定通信であればマンションの
①依頼を受けて所有者等利用
②依頼等なしで他者土地利用
のどちらでもサービス提供することが
可能

他者土地利用（固定通信）

他人の土地をまたいで利用する場
合は、他者土地利用

他者土地利用（固定通信）

所有者等利用（土地内） 所有者等利用（建物内）

所有者等利用（土地内）

マンションの敷地内に基地局もサー
ビスエリアも収まっているのであれば
土地内利用

所有者等利用（土地内）エリアがまたがる工場等（青点線）
が所有者等利用を開始する場合に
はエリア調整をする必要あり

道路に基地局を設置する場合には、
基本的に他者土地利用となる。

所有者等利用／他者土地利用① ②

「所有者等利用」の例

「他者土地利用」の例

23



ローカル５Ｇ③(導入ガイドラインの概要)
 ローカル５Ｇの概要、免許の申請手続、事業者間連携に対する考え方等の明確化を図るた
め、昨年12月に制度整備と併せてガイドラインを策定。

１．ローカル５Ｇの免許主体
 ローカル５Ｇは当面「自己の建物内」又は
「自己の土地内」での利用を基本とする。

 建物や土地の所有者が自らローカル５Ｇの無
線局免許を取得可能。

 建物や土地の所有者から依頼を受けた者が、
免許を取得し、システム構築することも可能。

 携帯事業者等（※）によるローカル５Ｇの免許
取得は不可。

2．電波法の手続き
 無線局の免許申請及び事前の干渉調整が必要。
（標準的な免許処理期間は約１ヶ月半）

 基地局は個別の免許申請が必要。端末は、
包括免許の対象として、手続きを簡素化。

 ローカル５Gの電波利用料は、
基地局：2,600円/年
端末(包括免許)：370円/年

3．電気通信事業法の手続き
 ローカル５Ｇを実現するサービス形態によっ
ては、電気通信事業の登録又は届出が必要。

4．携帯事業者等との事業者間連携

 ローカル５Ｇの提供を促進する観点から、携帯
事業者等による支援は可能。（ただし、携帯事
業者等のサービスの補完としてローカル５Ｇを
用いることは禁止）

 公正競争の確保の観点から、ローカル５Ｇ事業
者は、ローミング接続の条件等について不当な
差別的取扱いを行うこと（特定の事業者間の排
他的な連携等）は認められない。

 NTT東西について、携帯事業者等との連携等に
よる実質的な移動通信サービスの提供を禁止。

（※） 携帯電話サービス用及び広帯域無線アクセス用の周波数帯域
（2575-2595MHzを除く）を使用する事業者

24



ローカル５Ｇ④(使用する周波数帯)
（１）地域課題解決型ローカル5G等の実現に向けた開発実証では、原則として制度化を検討している周波数帯
（4.6-4.9GHz, 28.3-29.1GHz）において、技術実証（※）を実施。

（２）なお、キャリア５Ｇの周波数帯又は既に制度化したローカル５Ｇの周波数帯（28.2-28.3GHz）において、
（１）に相当する技術実証を行うことも可能。

2019 2020

28.2-28.3GHz
技術的条件のとりまとめ

（６月１８日）

★

上記以外の帯域

制度化、申請受付開始
（12月24日）

★

【4.5GHz帯】

4.5 4.6 4.9

NTTドコモ
100MHz ↑↓

ローカル5G
※ 公共業務用システムと要調整

27.4 27.8

ソフトバンク
400MHz ↑↓

28.3 29.1 29.528.2

KDDI/沖縄セルラー
400MHz ↑↓

NTTドコモ
400MHz ↑↓

楽天モバイル
400MHz ↑↓

27.0

【28GHz帯】 ローカル5G100
MHz 
↑↓

28GHz帯の100MHz幅は、他システムとの周波数
共用条件を検討済のため2019年12月に制度化

技術実証の
対象となる帯域

（原則）

※ ユースケースに基づく性能試験（スループットの測定等）や電波伝搬試験を行う。

★

ガイドライン
の策定・公表
（12月17日）

※衛星通信事業者と
要調整
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４ ５Ｇ・ローカル５Ｇ投資促進税制
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５Ｇ・ローカル５Ｇ投資促進税制
Society5.0の実現に向け、21世紀の基幹インフラとして、安全で信頼できる５Gの導入を促進し、

５Gを活用して地域が抱える様々な社会課題の解決を図るとともに、我が国経済の国際競争力を
強化するため、税制優遇措置を新規に創設。

②全国５G基地局の
前倒し整備

年度

局数

スマート工場

①ローカル５Gの整備

農業

建設現場

１．国税の特例：①ローカル５Gの整備、②全国５G基地局の前倒し整備

○対象者 ①：ローカル５G用無線局の免許人

②：携帯通信事業者

○対象設備 ①：ローカル５G用設備（送受信装置、空中線（アンテナ）、コア設備、光ファイバ）

②：全国５G基地局用設備（送受信装置、空中線（アンテナ））

※認定された開設計画を前倒して開設したものに限る。

○適用要件 特定高度情報通信等システムの普及の促進に関する法律（仮称）の規定により、「特定高度情報通信等

システム導入計画（仮称）」に従って取得した一定の５G設備に限る。

○特例措置 法人税・所得税：税額控除１５％又は特別償却３０％

○適用期間 ２年間

（特定高度情報通信等システムの普及の促進に関する法律（仮称）の施行日から令和４年３月３１日まで）

２．地方税の特例：①ローカル５Gの整備

○対象者 ローカル５Ｇ用無線局の免許人

○対象設備 ローカル５G用設備（送受信装置、空中線（アンテナ）、コア設備、光ファイバ）

○適用要件 ・特定高度情報通信等システムの普及の促進に関する法律（仮称）の規定により、「特定高度情報通信等

システム導入計画（仮称）」に従って、取得した一定の５G設備に限る。

・地域課題解決に資すると市町村長が同意のうえで総務大臣が認めたもので、取得価額の合計額が３億

円以下のものに限る。

○特例措置 固定資産税：課税標準１／２（取得後３年間）

○適用期間 ２年間

（特定高度情報通信等システムの普及の促進に関する法律（仮称）の施行日から令和４年３月３１日まで）

措置内容
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【参考】 平成30年度５Ｇ総合実証試験

28



各地で実施された５Ｇ総合実証試験（平成30年度）

遠隔医療（和歌山県和歌山市他）

若手医師や看護師の往診時に5Gで高精細映像伝送
する遠隔医療の実証

インバウンド対策

（東京都大田区（羽田空港国際線ターミナル駅））

5Gを活用した駅構内の安全確保、コミュニケーション支
援（多言語音声翻訳）の実証

救急医療（群馬県前橋市）

救急車両から患者の高精細
映像や検査データ、マイナン
バーカードに紐づく情報を
5G通信で共有

除雪車走行支援（長野県北安曇郡白馬村）

5Gを活用した車両前方の映像アップロードや障害物情
報の提供による除雪車運行支援の実証

スマート工場（福岡県北九州市）

センサーと5G通信を組み合わせて、産業用ロボットの
柔軟な制御を実証

ドローン空撮映像伝送
（広島県尾道市、福山市）

スポーツイベントや災害時に、ドローンか
ら5Gで高精細なリアルタイム映像配信

スマートハイウェイ（愛知県半田市）

高密度センサーと5Gによる橋梁点

検の自動化、交通流監視を実現す
るスマートハイウェイの実証

高臨場のコンテンツ伝送（福井県勝山市）

5Gにより恐竜博物館の360°映像を配信し、臨場感
あるAR/VRを実証

VR端末

ドローン＆4Kカメラ

3次元計測センサ

360°カメラ

トラック隊列走行
（静岡県浜松市（新東名高速道路）他）

トラック隊列内の車両間の通信に5Gを適用し、車両
走行制御や車載カメラ映像伝送を実証

複数建機の遠隔操作（大阪府茨木市）

5Gにより複数台の建設機械の遠隔連携制御を
実証

内視鏡検査の
遠隔サポート試験

通訳アプリ+5G端末
ロボット＋4Kカメラ＋
5G端末

スポーツ中継（千葉県長生郡長南町）

ゴルフトーナメントを撮影
した4K映像を5Gにより
リアルタイムで伝送

4K超高精細
ハイスピードカメラ

スマートオフィス
（広島県東広島市）

オフィスのセン
サやカメラなど
から5G通信で
データを効率
的に収集する
実証

センサー付きスマートチェア

5G通信設備を
備えたドクターカー
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遠隔診療と救急医療

安全・安心を実現する
スマートシティ

高精細・高臨場感の
映像コンテンツ伝送

平成30年度５Ｇ総合実証試験 取組事例① 30



建機の遠隔操縦

除雪車の運行支援

トラック隊列走行、遠隔監視

平成30年度５Ｇ総合実証試験 取組事例② 31



工場での産業用ロボット制御

鉄道の安全運行支援

スマートハイウェイ（高速道路の運用管理）

平成30年度５Ｇ総合実証試験 取組事例③ 32
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